




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































和 文 要 約
テーダマ：ソ，　フラソス注↑蒜｛二つZ仁長’｛勿㌘］i象δよび担］§司物乏藁
4、笠万聾i…ゴー三、・近月ごノゴ戊力べ5
　テーダマソ，　フランス1毎パ伝の！仁長物㌘ξおよび胡］吊1藷勢ζ丁をエー一タ“ノレで蓋hlhし，　ペーノ〈一，　クtコマトグラフイーとア
ベナイ1；1長；式奪灸でβ目べた二ぼ…哀，声6．穿とも1日｛じ’k長彩プ資と胡］占｝r：勿《｜のイ∫ジ｜三コーること力盲忍めら2τた。
　i．、1］ち，展開溶煤としてイソプロバノールーアソモニアー水（S：1：1）を用いた場合酸・ド1…区分にE鯉ロCH試薬で
～：｝性を示す3つの生長物質（RfO．25，　RfO．28，　Rξ0．32）とヱつの抑翻物質（RfO．53～0．93）が認められた。その
他FeC1：；で陽惇を示す2つの物1＞｛（Rf　O．03，　Rf　O、08）も認められた。これらの物質の化学的性質は明らかでは
ないが，2つの生長物質（RfO．28，RfO．32）については呈色反1芯からみて1見らかにインドール化合｛勿と思われる。
　」AA泣丘にも生長促進がみられることから1AAか倍｛・Lするものと与えられるが，呈巴反応“clよLれをll面、己．Cき
なかつた。
　しかし，人為的に与えたThyptophaneからIAAを生成する能力を持つていることから，これらのマツはIAA
を生成しているものと推定される。
　尚中彊三区：分でξまRfO．40～1，001∫付駕王に担茎1｝河物貿カミみらネェたc
